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ポイント

地域の概要・課題 効果

静岡県森林組合連合会

静岡県掛川市地籍調査事業

45 防災・減災の基盤となる地籍調査重点対策

本地区は、土砂災害が発生する可能性が高いエリアと
なっており、災害が発生した場合は、道路の寸断や河
川氾濫といった大きな被害が想定される地域となってい
ます。地籍調査が未実施の場合、土地の境界や土地
所有者が不明確な状況があることから、災害発生後の
道路や河川等の復旧計画の策定や工事着手の支障と
なる懸念がありました。

土砂災害等が発生する可能性が高いエリアのうち、特に
緊急性の高い地域において地籍調査を実施しました。
（1.08㎢）

当該地区の地籍調査は、平成29年に着手し、令和３
年に完了しました。

令和４年台風15号により山腹崩壊及び土石流が
発生し、市道が通行止めとなる被害がありましたが、
当該地域は地籍調査を完了していたため、土地境
界に関する図面や土地所有者等の調査成果があっ
たことから、円滑に復旧計画を策定し、対策工事に
着手することができました。

⚫ 事前の地籍調査により、土地境界や土地所有者を明確化
⚫ 災害発生時に円滑な復旧計画の策定・対策工事着手を実現

事前の地籍調査により土地所有
者等を明確にし、災害復旧を円
滑化する（静岡県掛川市）

（参考）地籍図一覧図

:地籍調査事業実施地域

地籍調査実施地域と被害区域
（静岡県掛川市丹間）

令和４年台風15号による
被害区域

令和４年台風15号による
被害の状況

通行止め区間

台風に伴う豪雨により、山腹崩壊及び土石流が発生し、
流木や土砂が直下の市道及び河川に流出し、市道が
通行止めとなった。

事業の概要

6-4）事業用地の確保、仮設住宅・仮店舗・仮事業所等の整備が進まず復興が大幅に遅れる事態


